
番　号 件　　　　名 請願・陳情者 委員会の意見 審査
結果

陳情

第 12号
宇津戸畜産臭気公害
問題について要望書

世羅町宇津戸自治会会長
瀬戸　眞治

下仮屋公害対策委員会会長
坂上　明登

生活環境を良くしなけれ
ばならず、国・県の協力
を得て対策をとるべき。

採　択

陳情

第 13号

少人数学級の推進な
どの定数改善と義務
教育費国庫負担制度
２分の１復元をはか
るための、2014 年
度政府予算に係る意
見書採択の要請につ
いて

広島県教職員組合
世羅支区支区長

神田　明

社会状況の変化により、
きめ細かな対応が必要に
なっている。30人以下学
級と国庫負担を２分の１
に復元が必要。

採　択

陳情

第 14号

要望書
「杭谷一東彫刻作品の

設置を」

杭谷一東後援会会長
藤原　紀男

杭谷一東氏作品を町のシ
ンボルとしてまちづくり
に活用すべき。

採　択

請願・陳情を審査しました
９月定例会において３件の陳情を審査し、採択３件を処理しました。

人　事

固定資産税評価審査委員会  委員の選任に同意した

廣
ひ ろ

  山
や ま

　幸
よ し

  春
は る

 氏　世羅町大字本郷
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請願・陳情

陳情第14号　「杭谷一東
彫刻作品の設置を」　賛成･反対討論

 

反
対
討
論

仲
行
　
　
洋  

議
員

　
６
月
定
例
会
に
続
き
杭

谷
一
東
氏
の
彫
刻
作
品
の

要
望
が
出
た
。
前
回
は
不

採
択
で
あ
っ
た
。
私
は
今

回
も
同
じ
く
不
採
択
と
し

た
。
杭
谷
氏
の
実
績
、
芸

術
性
は
高
く
評
価
す
る
も

の
で
あ
り
、
世
羅
の
町
へ

設
置
し
た
い
と
い
う
願

い
も
理
解
で
き
る
が
、

１
０
０
％
公
費
で
設
置
を

要
望
さ
れ
て
い
る
。
町
の

財
政
を
考
え
る
と
き
、
賛

成
は
し
か
ね
る
。

 

賛
成
討
論

徳
光
　
義
昭  

議
員

　
尾
道
松
江
線
を
町
の
発

展
の
た
め
に
、
利
用
価
値

を
上
げ
て
い
く
責
任
が
あ

る
。
杭
谷
一
東
氏
の
作
品

は
近
隣
市
町
に
も
設
置
さ

れ
て
き
た
。
今
回
の
大
理

石
彫
刻
は
、
杭
谷
一
東
氏

の
生
涯
の
自
信
作
「
大
天

地
花
」
で
あ
る
。
こ
の
彫

刻
を
設
置
す
る
に
は
財
源

も
必
要
だ
が
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
個
性
あ
る
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
と
思

う
。
現
在
に
生
き
る
者

が
、
次
の
世
代
に
わ
た
す

非
常
に
重
要
な
作
品
で
あ

る
と
思
う
。

 

反
対
討
論矢

山
　
武  

議
員

　
こ
の
事
業
が
住
民
の
願

い
と
合
致
す
る
か
疑
問
で

あ
る
。
こ
の
事
業
を
行
う

と
効
果
が
あ
る
と
い
う
主

張
の
よ
う
に
受
け
た
。

　
高
速
道
路
が
通
れ
ば
、

環
境
が
か
わ
る
と
い
う
安

易
な
考
え
で
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
設
置
に
伴
う
明
確

な
計
画
も
な
く
、
設
置
場

所
の
検
討
も
不
十
分
で
あ

る
。
今
日
の
財
政
状
況
の

中
で
、
急
き
ょ
思
い
立
っ

て
や
る
こ
と
は
反
対
で
あ

る
。

 

賛
成
討
論

生
田
　
智
康  

議
員

①�

町
に
シ
ン
ボ
ル
は
必

要
。

②�

杭
谷
作
品
は
町
に
現
在

10
基
あ
る
。
町
全
体
を

美
術
館
に
す
る
た
め
に

も
是
非
、
玄
関
口
に
。

③�

長
い
目
で
見
た
ら
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
は
必
要
で

あ
る
。
投
資
は
必
要
、

損
し
て
得
を
と
れ
。

④�

点
か
ら
線
、
線
か
ら

面
。
今
高
野
山
な
ど
の

史
跡
、
花
公
園
め
ぐ
り

の
企
画
。

⑤�

杭
谷
一
東
作
品
の
お
土

産
の
販
売
の
企
画
。　

　

�

以
上
を
賛
成
討
論
と
す

る
。

 

反
対
討
論福

田
　
豪  

議
員

　
こ
の
要
望
は
６
月
に
も

出
た
。
杭
谷
氏
の
作
品
、

芸
術
セ
ン
ス
に
異
論
は
な

い
が
、
今
回
は
世
羅
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
。
ど

こ
で
も
い
い
と
言
う
も
の

で
は
な
い
。
町
が
生
ん
だ

大
彫
刻
家
を
末
永
く
町
の

誇
り
と
し
て
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
る
か
判
断
が
肝

要
。
も
っ
と
杭
谷
氏
の
こ

と
を
考
え
、
周
到
な
計
画

の
も
と
で
展
示
場
所
、
展

示
方
法
な
ど
再
考
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
反
対
討
論
と

す
る
。

 

賛
成
討
論

福
田
　
義
人  

議
員

　
杭
谷
一
東
氏
の
作
品
は

世
界
的
財
産
で
あ
る
。
自

分
の
芸
術
の
原
点
は
宇
津

戸
宇
根
山
に
あ
り
、
無
の

中
か
ら
自
身
の
芸
術
が
発

展
し
た
と
言
わ
れ
る
。
町

の
観
光
が
伸
び
て
い
く
に

は
ス
ト
ー
リ
ー
性
も
必
要

で
あ
る
。
今
高
野
山
・
大

田
庄
の
歴
史
や
杭
谷
一
東

氏
の
生
い
立
ち
な
ど
を
結

び
付
け
る
と
、
こ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
生
き
て
く

る
。
是
非
と
も
そ
う
し
た

も
の
を
活
用
す
る
こ
と
で

氏
の
功
績
を
た
た
え
、
町

が
発
展
す
る
こ
と
を
願
い

賛
成
討
論
と
す
る
。
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